
２
月

11
日
「
建
国
記
念
の
日
」

不
承
認
大
阪
府
民
の
集
い
に

参
加
し
ま
し
た
。

神
話
で
初
代
神
武
天
皇
が

即
位
し
た
日
＝
紀
元
節
と
し

て
明
治
時
代
に
決
め
ら
れ
ま
し

た
。
紀
元
前
７
世
紀
（
邪
馬
台

国
で
す
ら
３
世
紀
で
す
）
の
事

で
、
ま
っ
た
く
歴
史
的
事
実
で

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
２
月

11
日

に
す
る
根

拠
も
見
あ
た
り
ま

せ
ん
。
日
本
神
話
の
世
界
で
す
。

戦
前
ま
で
は
祝
、
祭
日
で
戦
争

推
進
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
敗
戦
に
よ
り
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

１
９
６
６
年
、
自
民
党
の
強

行
に
よ
り
祝
日
と
し
て
復
活
し

ま
し
た
が
「
建
国
の
日
」
に
根
拠

が
な
い
た
め
、
法
律
で
は
決
め

ら
れ
ず
、
翌
年
、
政
令
に
よ
っ

て
建
国
記
念
の
日
と
し
て
決
め

ら
れ
ま
し
た
。

軍
国
主
義
の
記
念
日
だ
っ
た

紀
元
節
を
、
平
和
と
民
主
主

義
の
も
と
で
定
め
ら
れ
た
日
本

国
憲
法
下
に
お
い
て
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
当
然
で
す
。

毎
年
、
こ
の
日
に
不
承
認
の
集

い
が
ひ
ら
か
れ
、
今
年
で
48

回

目
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

昨
年

12

月
に
多
く
の
人
の

反
対
を
お
し
き
り
「
特
定
秘
密

保
護
法
」
が
通
り
ま
し
た
。
日

米
安
保
条
約
に
よ
り
海
外
派

兵
を
す
す
め
る
た
め
ア
メ
リ
カ

と
の
軍
事
機
密
を
共
有
す
る

目
的
で
国
民
に
知

ら
れ
た
く

な
い
こ
と
を
機
密
と
す
る
内
容

で
し
た
。
又

、
同
時
に
「
国

家

安
全
保
障
会
議
法
」
も
通
過

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
安
倍
首

相
の
積
極
的
平
和
主
義
の
も

と
で
欧
米
の
石

油
資
本
の
利

益

を
守
る
た
め
現

在

、
自

衛

隊

が
ジ
ブ
チ
（
ア
フ
リ
カ
と
中

東
の
間
に
あ
る
国
）
に
出
動
し

て
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
基
地
が

ジ
ブ
チ
に
お
か
れ
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
、
韓
国
軍
基
地
に
隣
接

し
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
歩

ま
ち
が
え
れ
ば
日
本

も
戦

争

に
突
入
す
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。現

在
の
自
衛
隊
は
、
憲
法
９

条
の
制
約
に
よ
り
、
こ
ち
ら
か

ら
攻
撃
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
安
倍
首
相
の
い
う
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
と
な

れ
ば
、
海
外
で
の
武
力
行
使
が

可

能

に
な
り
ま
す
。
憲

法

改

正
の
手
続
き
が
と
ら
れ
な
く
て

も
「
解
釈
改
憲
」
で
戦
争
す
る

国
に
な
っ
て
し
ま
う
第
３
段
階

に
入
っ
て
い
ま
す
。

自
民
党
は
２
０
１
２
年
４
月

に
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
を

発
表
し
ま
し
た
。
自
衛
隊
を
国

防

軍

に
か
え
、
国

防

軍

に
審

判
所
（
軍
事
裁
判
）
を
置
き
、

地
方
自
治
体
を
全
て
動
員
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
。
小
森
氏

は
、
全
国
に
広
が
る
憲
法
９
条

の
会
の
運
動
や
、
９
条
を
か
え

な
い
方
が
よ
い
と
の
国
民
世
論

の
力
に
よ
っ
て
改
憲
の
動
き
を

許
さ
な
い
多
数
派
の
形
成
を

よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
集
い
の
中
で
府
立
高
校

の
教
員
か
ら
右
記
タ
イ
ト
ル
の

内
容
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
の
面
か
ら
の
攻
撃
で
す
。

こ
の
集
い
は
５
０
０
名
の
参
加
で

大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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府教委 臨時講師の初任給上限の引き上げを示す
大教組 一定の評価をしつつ、２級への昇級を強く求める

【臨時講師の初任給上限の引き上げについて】
平成２６年４月１日から臨時講師の初任給上限を次のとおり引き上げる。
内容： 適用給料表 現行 ➪ 改定後引上げ額

級・号給 級・号給
（給料月額） （給料月額）

高等学校等 １級１２０号給 １級１４０号給
教育職給料表 （327,200円） （333,000円） （＋5,800円）

小学校・中学校 １級１２０号給 １級１２５号給
教育職給料表 （313,400円） （314,400円） （＋1,000円）

＊給料月額は、平成２６年４月１日時点（平成２５年度人事委員会勧告反映後）

時期： 平成２６年（２０１４年）４月１日改定

大教組は、臨時職員の賃金改善はじめ労働条件の改善について、府労組連・府教委交渉
（本部および臨教部）を通じて求めてきました。今回の初任給の引き上げは、「大教組か

らの要求にこたえるもの」と府教委の担当者も言っているように、要求に対して一定の評
価ができます。しかし、正規職員との待遇の違いにはまだまだ大きなひらきがあります。

１級から２級への昇級をはじめ、「空白の一日問題（社会保険料の自己負担や煩雑な手続
き等）」、産・育休の均等待遇など、課題は山積みです。大教組は、今後も「同一労働、
同一賃金」の均等待遇実現めざして、ねばり強いとりくみを行っていきます。

月々600円で、退職時全額返金の

総合共済へ
うれしい給付がいっぱい
結婚 １万円 出産 ５千円
結婚記念日 ２万円 など


